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I 目的

さけ，ます保護水面の設定により老部川に湖上するサクラマスについて湖上伏洗及び産卵生態並

に環境条件について詞査を行う。

E 調査方法

環境詞査としては，日々観測を行う外，適宣河川踏査を行って観測し，魚体調査は月々定期的に

釣，簡易梁によってヤマメを捕獲し，滋泳行動範囲を調査するため標識放流を行い，一部はフォル

マリン漬として持ち帰った。なお湖上親魚の産卵調査を行うために曳網により捕獲し，標識を施し

て保護水面内に放流した。

E 調 査 内容

1. 調査期間

自昭和 38年 4月~至昭和 38年 11月

2 調査場所

下北郡東通村老部川

(主に中の股沢流域について行ったが，補助的に本流筋についても調査を行った。)

3 調奄項目

イ 環境調査(河)11性状，棲息魚調査，観測)

ロ サクラマスの湖上状況並にヤマメの生態調査

ハ窪卵床の分布，構造調査

N 調 査 結果

1. 老部川支流中の股沢は全長 6Kmの河川で，この間 1Kmを保護水面区域として，サクラマス親魚

4 6尾を放し，自然に窪卵せしめ，その状況及び老部川の一般的性状について調査した。併せて

5月から 1 1月ま?のサクラマス約 8 0 0 ~ (内多項目調査 1 3口尾)について魚体調査を行っ

た。

2. 老部)11に棲息する魚類相は 7科 13種で，サケ科に属するものが 7種あり，外に甲穀類が 3種

ある。特にこれまで北海道だけしか棲息しないと言われていたカンキョクカジカを発見した。

3. 老部川へ糊上するサクラマスの時期は B月下旬から?月下旬といわれていたが，本年の調査で

は 6月下旬から 10月中旬までの長期に豆り，特に 10月中旬に集中湖上並びに産卵の山がみら

れる。

親魚、の年令は 5年魚が特んどで，全長は 56.....58cmである。 4，3年魚は稀である。糊上に

ついては年によョて，多少の時期的ズレがあるものと思われるが，特に老部)11においては川口の

移動が甚しく，北寄りに位置する程湖上が良好のようである。

4. サクラマスの産卵期は?月中旬から 1 0月下旬にかけて水温 13..... 1 7 'Cで行われ，産卵床の

温度はこれより 1'C以内で高温を示している。
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産卵床の紋は岩拠jより中の股沢との合流点まで 13床，合流点より木滝まで 4 6床， 中の

股沢筋 53床，合計 11 2床であるが，中の肢iN.舗においては中の杖滝(高さ 3m)の上流に 5



ケ所の産卵床を認めた。

5. 産卵床の形状はマチマチであるが，精円形状のものが多く， i舟lから瀬の落ちかけの部分に位

置するものが多い。殆んどが単独床であるが，中には 2-3尾で行われたと思われるものもあ

る。卯の埋蔵位直は，産卵床の中央部より目白に産着され，砂利の項点より 15-25cm以下に

ある。産卵床の流速は 0.5m/日目 以下で，産卵床の後方部の落こみの最も流れの速いとこ

ろでも 1m/  sec である。

6. 産卵行動はマスの ~1尾に苅し，ヤマメの δが 1 2尾から多い時は 20尾程つくが，産卵に

関与するものは，その中の最も強大な古数尾である。

7 産卵床の埋蔵卵調査は 11月上旬 5ケ所について行ったが， 3ケ所合計，生卵 7，1 3 1粒，

死卵 55 0粒で産卵床当り平均 2，5 6 0粒を示した。埋蔵卵の賂死率は 7.2%であョた。

8. 以上のことから老音sJ11に産卵された卵数は約 23万粒と推定される。

9. 4月下旬から 5月中旬にかけて採捕した 1，2 5 8 屈のヤマメについて，降海型ヤマメ(ギン

ケ)と河川型のそれとの比率を調査した結果は 63. 1 %: 3 6. 9 %であったが， (梁による採

捕のものは 77. 4 %: 2 2. 6 %)降海の山は 5月上旬にみられた。

例年ならば老部川における降海ヤマメの出現は 4月上旬から 5月 20日項といわれているが，

本年は 4月 12日に始めてギンケを認め， 5月 10日前後をもって大体降海を終ったようであ

る。同時にヤマメの移動状況及び来年の降海ヤマぺを掴む目的を以て標識放流(1， 2 9 3尾)

を行ったが， 3 _ 4月にかけて，放流地点から 3，10 0 m下流の本流筋まで拡散移動を行って

いた。

1 0 河川性ヤマメの完熟雄の出現は?月に始まり， 1 0月下旬に山がみられ，出現率も 40%に

達した。

1 1. 本流と支流(中の股沢季沢)で得られた幼魚(ヤマメ)の全長は，両者間で有意差があり，

本流のものは支流より大型である。

1 2. 4月下旬に得られたギシケヤマメ(降海型)の年令は 2年魚が主であり，平均全長は本流で

14-15cm，支流で 12-14cmである。

1 3. 1 0月上旬頃にヤマメ(河川型)の平均体畏は 1年魚で 9cm，2年魚(合)で 13 - 1 6 cm， 

5年魚(合)で 17-18cm前後迄生育する。

1 4. ギンケヤマぺの性比は♀:合= 9 1，河川型 1年魚のヤマメは♀:古宇 1 1であったが，

2年魚以上ではoの出現が多い。叉，成魚では逆に♀が主である。

1 5 本河川ヤマメの各鰭条数は，北海道産のものとほとんど差異が認められない。

1 6. 3月下旬に得た体長 3cm以下の稚魚では慣のうは吸収されず5月下旬に得た体長 5C7l!前後の

稚魚では瞬のうの吸収は完了し，性の介化が始まる。又，この時期に体鱗上には環状線を 1-

2輪形成している。

1 7. 8月下旬から特に合魚、において，年級に無関係にメラニン色素の沈着ゃ，各鰭軟条及び側線

上に沿って紅朱帯が現われること並に， 1年魚下腹面にみられる不定形小型虫様紋は本種河川

型の第二次性徴と思われる。

1 8 成熟が進んだ 1年魚 (0)と未熟の 1年魚(♀又は合)では，体高比が異なり，前者では

3. 6 3 - 3. 9 3であるが，後者では 4.1 6 - 4. 2 8である。

1 9. 2年魚以上の♀3では，形態上 鰭の湾入状態が♀ではくの字形を呈し'0では切断状をな

す。

2 O. KGニヰW/BL3X104の季節的変化をみると. 1年魚(0)では日月下旬に急激な増大を示す
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が，この時期に成熟が始まるものと考えられている♀では変化が少ない。

2 1. K8::::SW/BL3X 1 04で検討すると 5-7且に高く J 8月からは減少する。

2 2. ヤマメの主な餌洋生物は毛趨類 (Tri cho pur a) カグロク類 (Ephemerop一七 era) 

の幼虫，成虫，甲穀類(Cra日七ac白a) J 線虫類 (Nemat oda)である。

(昭和 38年度 さげ，ます保護水白一嘗埋事業に伴うサクラマス調査報告書参片手、)
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